
　わが国は，後期高齢者が増加する社会的な節目といわれてきた “2025年問題”の 2025年を
迎え，在宅医療は量的な拡充とともに質向上が求められる段階に入ったといえる．本特集では，
“2025年問題”に直面した今こそ，在宅医療の質向上を目指す必要があると考え，在宅医療に
かかわる今日的な課題に対して実践的な解決策を提案することを目的とした．在宅医療は，医
療と介護，多職種連携が基盤であり，診療所・病院，地域・専門性など様々な背景の医師，薬
剤師，理学療法士，栄養士，医療ソーシャルワーカーにご執筆いただいた．
　まず，「訪問系サービスとの多職種連携」や「疾病管理」の質向上に目を向け，増加している独
居患者を念頭においた薬剤管理，簡易懸濁，栄養指導，呼吸リハビリテーションの意義を改め
て整理した．さらに，医療の役割が特に大きい例として，鎮静を要する場合，神経難病を取り
上げ，病院で留置された尿道カテーテルの抜去という在宅現場で忘れてはならない役割にも焦
点を当てた．
　次に，在宅医療の質向上では，「ケア移行」や「地域包括ケア」を日々の臨床で意識することが
求められ，在宅医療導入のコツ，患者とその家族を含む意思決定支援，具体的な情報のやりと
り，介護施設における診療，成人移行支援とともに，災害対応も取り上げた．
　「総論」では，在宅医療のやりがいとネットワークづくり，多職種との連携と表裏一体である
医師の役割についての論考を試みた．今後，在宅医療の質を向上させる鍵は，在宅医療を行う
医師自身がやりがいをもって役割を果たすことであると考えたためである．
　本特集が，読者にとって在宅医療の魅力と可能性を再認識し，地域での実践の一助となれば
幸いである．そして，次に来たるべき“2040年問題”への備えにつながることを切に願う．
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